
がん検診実施状況調査結果に関する資料の概要
１．資料2-3 区市町村別指針外検診の実施状況
各自治体の指針の遵守状況を、東京都の地図上で色別に示したもの。

本資料における「全がん完全遵守」は、５がんについて指針通りに実施して
おり、かつ、前立腺がん等の指針外検診を実施していない自治体を指す。
色分けについては以下の通り。

・令和元年度〜令和5年度の傾向
「全がん完全遵守」の自治体数は、令和元年度から令和3年度にかけて増加した。令和4年度は令和3年度

から変化しなかったが、令和5年度は大島町が乳がん検診の対象年齢を見直したことで14自治体となり、改
善傾向にある。
このほか、港区が肺がんと乳がん検診の見直しを行ったため、「5種類以上が指針外検診」の自治体数が1

減少し、9自治体となった。

全がん完全遵守 1種類が指針外検診 2~4種類が指針外検診 ≧5種類が指針外検診

２．資料2-4 令和5年度実施状況集計一覧
本資料は、５つのがん検診と指針外検診について、各自治体の

令和５年度における実施状況を一覧にしており、令和4年度から変更
があった項目は黄色で示している。

（１）昨年度からの主な改善点

（２）その他の変更点

(※)HPV検査を実施している3自治体(港区、豊島区、調布市)のうち、自己採取は調布市のみ。

自治体名 がん種 変更前 変更後

港区
肺がん 喀痰細胞診(40歳以上で喫煙指数600以上の人) 喀痰細胞診(50歳以上で喫煙指数600以上の人)

乳がん 視触診単独(30〜39歳、毎年) 廃止

大島町 乳がん マンモグラフィ(30歳以上) マンモグラフィ(40歳以上)

神津島村 肺がん 喀痰細胞診(20歳以上希望者) 喀痰細胞診(50歳以上喫煙指数600以上)

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

全がん完全遵守 ６自治体 ９自治体 13自治体 13自治体 14自治体

１種類が指針外検診 16自治体 15自治体 15自治体 16自治体 15自治体

２〜４種類が指針外検診 26自治体 26自治体 24自治体 23自治体 24自治体

≧５種類が指針外検診 14自治体 12自治体 10自治体 10自治体 9自治体

※詳細は資料参照

資料2-2

自治体名 がん種 変更前 変更後

調布市 子宮頸がん 子宮頸部細部診（20歳以上・隔年）
HPV検査自己採取(※)（23歳・24歳）

子宮頸部細胞診（20歳以上・隔年）
HPV検査自己採取（20歳・23歳・24歳）


